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今月の PICK UP NEWS !!
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１. ２歴史と文化の森公園で練習する岩永さん。けがの経過などを確認し
つつ、毎日 16km ほど走っている。/ ３記録会にて、多くの思いを胸に激
走を見せる岩永さん。

今月の表紙今月の表紙
　今月の表紙は、2025 年１月号～ 12 月号の「お

誕生日おめでとう」コーナーにご応募いただ

いた 93 人の子どもたちの笑顔です。皆さまの

ご応募ありがとうございました。

　現在、２月生まれのお子さんを募集中です！

たくさんのご応募をお待ちしています。

　今年も皆さまにとって笑顔あふれる年であ

りますように。これからも「広報有田」をよ

ろしくお願いいたします。

（25 ページに関連記事掲載）

有田が誇る超人　岩永義次さん
日本記録を２つ更新！！

　

11
月
15
日
、
24
日
に
開
催
さ
れ
た
佐
賀
県
長
距

離
記
録
会
に
お
い
て
、
現
在
ま
で
数
々
の
記
録
を

打
ち
立
て
て
き
た
町
を
代
表
す
る
レ
ジ
ェ
ン
ド
ラ

ン
ナ
ー
岩
永
義
次
さ
ん
（
下
本
）
が
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
Ｍ
65
ク
ラ
ス
（
65
歳
～
69
歳
）
３
０
０
０
㍍
、

５
０
０
０
㍍
の
日
本
記
録
を
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
記
録
を
更
新
し
た
３
０
０
０
㍍
の
タ
イ

ム
は
こ
れ
ま
で
の
日
本
記
録
10
分
20
秒
を
大
幅

に
上
回
る
９
分
55
秒
42
、
５
０
０
０
㍍
は
17
分

16
秒
57
を
上
回
る
17
分
12
秒
27
で
し
た
。

　

岩
永
さ
ん
は
大
会
前
か
ら
数
多
く
の
故
障
に

悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
不
屈
の
精
神
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
継
続
。
ま
た
、
亡
く
な
っ
た
知
人
た
ち

へ
記
録
を
手
向
け
た
い
と
い
う
強
い
意
志
で
ト

ラ
ッ
ク
を
走
り
切
り
ま
し
た
。

　

レ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
ン
ナ
ー
は
次
な
る
記
録
を
目

指
し
、
走
り
続
け
ま
す
。
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ま ち の 話 題

　

消
防
功
労
者
へ
の
感
謝
状
贈

呈
式
が
伊
万
里
消
防
署
で
行
わ

れ
、
伊
万
里
有
田
共
立
病
院
で

小
児
科
医
師
と
し
て
勤
務
さ
れ

て
い
た
土
井
知
己
さ
ん
へ
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
井
さ
ん
は
両
市
町
唯
一

小
児
科
の
入
院
施
設
が
あ
る

同
院
に
着
任
以
降
、
小
児
救

急
搬
送
で
の
連
携
、
協
力
に

尽
力
さ
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝

を
込
め
て
、
松
園
家
智
消
防

長
よ
り
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

14

▲▲（左から）（左から）土井さんと松園消防長。土井さんは「地域の小児土井さんと松園消防長。土井さんは「地域の小児
医療に貢献したい、その一心でした」と振り返られました。医療に貢献したい、その一心でした」と振り返られました。

小児救急搬送に多大なる貢献
消防功労者　感謝状贈呈　1112

３
おおやま保育園　防火パレード
園児からなる防火啓発隊 出動

▲巡回の際には外に出てきていただいた方などにも呼びかけ
ました。

　

お
お
や
ま
保
育
園
の
園
児
に

よ
る
町
民
と
幼
児
の
防
火
意
識

高
揚
を
目
的
と
し
た
防
火
パ
レ

ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

火
の
用
心
、
戸
締
り
用
心

と
書
か
れ
た
お
揃
い
の
法
被

に
身
を
包
ん
だ
年
少
か
ら
年

長
ま
で
の
園
児
28
人
が
大
木

宿
地
区
を
巡
回
。
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
拍
子
木
を
叩
き
な
が
ら

道
沿
い
の
家
々
や
商
店
に
、

「
火
の
用
心
」
の
フ
レ
ー
ズ
を

元
気
な
声
で
繰
り
返
し
、
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

中
村
清
吾
さ
ん
（
南
原
）
が

無
形
の
伝
統
文
化
の
保
存
、
伝

承
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
、
団

体
へ
贈
ら
れ
る
第
45
回
伝
統

文
化
ポ
ー
ラ
賞
の
奨
励
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
約
30
年
に
わ

た
っ
て
白
磁
制
作
を
一
筋
に

続
け
て
い
る
中
村
さ
ん
は
「
時

代
の
流
れ
を
注
視
し
、
伝
統
を

守
り
つ
つ
、
さ
ら
に
新
し
い
表

現
を
模
索
し
、
今
の
自
分
だ
か

ら
で
き
る
作
陶
を
行
い
た
い
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

９

▲祖父・故 中村清六氏の元で修行したろくろ成型技術と変化▲祖父・故 中村清六氏の元で修行したろくろ成型技術と変化
を恐れず白磁の表現を模索し続ける姿勢が評価されました。を恐れず白磁の表現を模索し続ける姿勢が評価されました。

あくなき探求はなおも続く
伝統文化ポーラ賞　受賞12 12

６
「秋の有田」写真コンテスト受賞式
色づく季節　一枚に込めて

▲コンテスト受賞・応募作品。他の応募作品も１月 12 日ま
で有田館で展示されます。

　

第
16
回
「
秋
の
有
田
」
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
秋
の
有
田
の
風
景
」
を
テ

ー
マ
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
写
真

37
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

九
州
各
県
を
は
じ
め
、
遠
く

は
東
海
地
方
か
ら
も
応
募
が

あ
り
、
審
査
員
を
務
め
た
池

田
文
次
さ
ん
は
「
被
写
体
を

魅
力
的
に
写
せ
る
一
瞬
を
見

逃
さ
ず
に
撮
っ
た
写
真
が
と

て
も
多
か
っ
た
」
と
講
評
さ

れ
ま
し
た
。
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謹賀謹賀
新年新年

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
合
併
二
十
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年

今
年
は
合
併
二
十
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年

で
す
。
有
田
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し

で
す
。
有
田
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2025 年の出来事を写真で振り返ります2025年の出来事を写真で振り返ります
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　民生委員・児童委員の一斉改選が行われ、59 人
の方々が 12 月１日付けで厚生労働大臣から委嘱（任

期３年）されました。
　民生委員・児童委員は、「区域担当民生委員・児
童委員」と「主任児童委員」からなり、地域の社会
福祉の増進のため活動をしていただきます。「主任
児童委員」は、主に地域の児童問題に関する活動を
行います。お住まいの地域の民生委員・児童委員、
主任児童委員へお気軽にご相談ください。
詳しくは ▼民生委員・児童委員協議会事務局
　　　　   （健康福祉課内）　☎ 43・2237

【敬称略】

◎：民生委員・児童委員協議会会長　○：同副会長

◎

○

○

民生委員・児童委員をご紹介します

　　氏名 担当地区

寄田　哲雄 泉山（一丁目１番～ 13 番、二丁目全部）

鷹取　富子 泉山（上記以外）

山下　徳巳 中樽（二丁目７番～ 24 番）

二宮　小波
中樽（二丁目１番～６番、25 番～ 31
番、三丁目）

草場　淳子 中樽（一丁目）

中村　貞光 上幸平

前田　ひとみ 大樽・幸平（二丁目）

采女　幸代 幸平（一丁目）・赤絵町

筒井　みゆき 白川

岩尾　賢一 稗古場

松枝　萬里子
中の原・岩谷川内（一丁目 1 番、二
丁目１番～６番、三丁目３番、11 番）

岩下　朝子 岩谷川内（上記以外）

髙峰　安子 古木場・境野・戸矢（１班、２班、６班）

前田　初美 戸矢（３班～５班、７班～ 15 班）

成瀬　百合子 大野

奥村　則子 桑古場

池田　美代子 本町（１班〜 17 班）

池田　美智子 本町（上記以外）

平川　和則 戸杓（１班～９班）

岩永　勝弘 戸杓（上記以外）

池田　とも子 外尾町

平川　芳子 外尾山

山口　淳子 丸尾（１班～９班）

小林　圭子 丸尾（10 班～ 18 班）

原田　裕子 赤坂

田中　貴代 黒牟田

岩永　直子 応法

鷲﨑　里栄
南原（上南原１～３班）・南原県住・
窯ノ辻・平床１班～４班

岩永　真由美
南原（上南原 4 ～ 5 班）・南原（東小
物成）・下南山（６～７班）

大井手　恵美香
西小物成、小溝、西部団地、サン
コーポラス有田

深江　弘之 南原（三代橋・三代橋県住・清六）

市瀬　葊信 南山（上南山・下南山１班～５班）

　　氏名 担当地区

城　　昭子 原明・代々木

田中　博昭 舞原

林　　務一 楠木原

岩﨑　三郎 上本

古賀　照美 下本

古川　守 北ノ川内

岩永　美佐江 黒川

岩永　郁夫 仏ノ原

庄山　伊都子 下内野

中山　新 上内野

松尾　幸枝 蔵宿

川久保　康弘 桑木原

古川　照雄 山本

三ヶ尻　登志彦 大木宿

藤田　多惠子 立部（ＭＲ線路西側）

吉田　和子 立部（ＭＲ線路東側）

田中　百合子 広瀬

田中　守 広瀬山

川原　啓一郎 岳

山口　哲紀 山谷切口

佐藤　正則 上山谷

佐藤　京子 下山谷

池田　博光 山谷牧

池田　京子 二ノ瀬

■主任児童委員
吉島　雅子 中部小・曲川小

納富　万里子 大山小・西有田中

吉野　佳子 有田小・有田中

【敬称略】

民生委員
児童委員

～  町からのお知らせ  ～町からのお知らせ行政ナビ１月

地域の身近な相談相手
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

令和８年度会計年度任用職員を募集します
職員
募集

　会計年度任用職員とは、地方公務員法などの改
正により令和 2 年度から新たに創設された制度
で、常勤職員が行う各種業務の補助を行う非常勤
の地方公務員です。一定の基準に該当する場合、
通勤に係る費用や健康保険・厚生年金・雇用保険
の適用に加え、賞与が支給されます。

　町は、令和８年４月以降従事

していただく会計年度任用職員

を下記のとおり募集します。給

与単価、勤務時間、勤務場所な

どは職種によって異なります。

■主な募集する職種

職種 給与単価 勤務時間数（予定） 勤務場所 必要な資格・能力

一般事務補助 1,215 円／時 週 32 時間 30 分程度 有田町役場 －

一般事務補助 1,215 円／時 土日祝、陶器市など 旧田代家西洋館 －

保育士 1,390 円／時 週 35 時間程度 おおやま保育園 保育士

保育補助兼事務補助 1,243 円／時 週 35 時間程度 おおやま保育園 －

ろくろ指導員 1,343 円／時 週 30 時間程度 ろくろ座 －

施設補修作業員 1,230 円／時 週 30 時間程度 生涯学習課など －

看護師 1,381 円／時 週 31 時間程度 健康福祉課 看護師

学校用務員 1,230 円／時 週 32 時間 30 分程度 町内小中学校 －

司書兼会計事務補 1,215 円／時 週 32 時間 30 分程度 町内小中学校 －

調理員 1,230 円／時 週 35 時間程度 町内小中学校 －

特別支援員 1,230 円／時 週 32 時間 30 分程度 町内小中学校 －

保健師 1,623 円／時 週 31 時間程度 健康福祉課 保健師

詳しくはホームページをご覧ください。

募集期間▶１月５日（月）～１月 30 日（金）

任用期間▶

４月１日～令和９年３月 31 日（人事評価を踏まえ翌年度

に再度任用する可能性があります）

申込方法▶ホームページに掲載している「有田町会計

年度任用職員募集申込書」に必要事項を記入し、写真

を添付して総務課へ提出してください。申込書などは

総務課でも配布します。

選考方法▶書類選考および面接

詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

※その他業務繁忙期や急な欠員が生じた場合に従事していただく会計年度任用職員登録制度があります。詳しくは町ホー
ムページをご覧ください。

有
田
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
事
務

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

選挙
　

町
は
、
令
和
８
年
４
月
15
日
の
任
期
満

了
に
伴
う
有
田
町
長
選
挙
お
よ
び
有
田
町

議
会
議
員
選
挙
を
、
４
月
12
日
（
日
）
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
立
候
補
予
定
者
を
対

象
と
し
た
事
務
説
明
会
を
、
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

■
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
事
務
説
明
会

日
時
▼
２
月
９
日
（
月
）
14
時
か
ら

場
所
▼
有
田
町
西
公
民
館

（
有
田
町
立
部
乙
２
４
９
９
番
地　

庁
舎
別

館
３
階
）

※
資
料
を
作
成
し
ま
す
の
で
、
出
席
希
望

の
方
は
参
加
人
数
を
１
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙　

日
程

告
示
日
▼
４
月
７
日
（
火
）

投
開
票
日
▼ 

４
月
12
日
（
日
）

■
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

１
万
５
４
０
１
人

〔
令
和
７
年
12
月
１
日
現
在
〕

詳
し
く
は
▼

有
田
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
総
務
課
内
） 

☎
46
・
２
１
１
１
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※詳細は病院ホームページまたは請求した資料の「令和 7 年度　伊万里・有田地区医療福祉組合　伊万里有田共
立病院　職員採用試験案内（第２次募集）」をご覧ください

試験区分・採用予定人数・受験資格▶

試験区分 採用予定 年齢制限 受験資格など

臨床検査技師 １人
平成３年４月２日以降に
生まれた方

各職種の免許取得者、または令和８年３月 31 日までに免許取
得見込みの方

受付期間▶１月 21 日（水）まで

　　　　　８時 30 分～ 17 時 15 分

※土曜、日曜、祝日を除く。

※郵送の場合は １月 21 日（水）の消印有効

■１次試験
試 験 日 ▶１月 30 日（金）

試験会場▶伊万里有田共立病院

試験内容▶適性検査、作文試験、面接試験

申込書・試験案内の請求▶
・	 試験案内および申込書は下記の申し込み・問い合わせ

先で配布します。

・	 郵送での資料請求は、封筒に「採用試験申込書請求」

と朱書きし、140 円切手を貼った宛先明記の返信用封

筒（角型２号・A ４サイズ）を同封してください。

申し込み・問い合わせ先▶

伊万里有田共立病院事務局　☎ 46・2121
〒 849・4193　有田町二ノ瀬甲 860 番地

令和８年４月１日採用
伊万里有田共立病院の職員を募集します（２次募集）

職員
採用

システム

業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
伴
い

税
（
料
）
の
更
正
通
知
書
な
ど
の

様
式
を
変
更
し
ま
し
た

　

町
で
は
「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
国
が
定
め
る
標
準
仕
様
に
準
拠

し
た
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
地
方
公
共
団
体
が
独
自
に

定
め
て
い
た
通
知
な
ど
の
レ
イ
ア
ウ
ト

が
標
準
仕
様
で
規
定
さ
れ
て
い
る
レ
イ

ア
ウ
ト
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

　

税
務
課
か
ら
税
額
や
保
険
料
の
更
正

が
あ
っ
た
時
に
送
付
さ
れ
る
通
知
書
が

次
の
様
式
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
税
務
課　
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町民税・県民税・森林環境税

町民税・県民税・森林環境税国民健康保険税決定（更正）通知書

介護保険料（更正）通知書 後期高齢者保険料（更正）通知書

町からのお知らせ行政ナビ１月
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■
償
却
資
産
と
は

　

個
人
や
法
人
で
工
場
や
商
店
を
営
ん
で

い
る
方
や
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
・
家
屋

以
外
の
構
築
物
、
機
械
、
工
具
、
器
具
、

備
品
な
ど
の
有
形
の
固
定
資
産
を
償
却
資

産
と
い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
申
告
の
対
象
と
な
る
資
産

　

令
和
８
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
お

い
て
、
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
資
産
で
す
。
償
却
資
産
例
は
、
下
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
告
が
必
要
な
方

　

令
和
８
年
1
月
1
日
現
在
、
町
内
に
償

却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

な
お
、
償
却
資
産
を
他
に
賃
貸
し
て
い

る
方
も
申
告
が
必
要
で
す
。

※
前
年
中
に
資
産
の
増
減
が
な
い
場
合
で

も
、
申
告
書
備
考
欄
に
「
増
減
な
し
」

と
記
載
し
て
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
償
却
資
産
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
や
廃
業
・
移
転
な
ど
で
全
て
の
資
産
が

減
少
し
た
場
合
も
、
申
告
書
備
考
欄
に
そ

の
旨
を
記
載
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
の
対
象
と
な
ら
な
い
資
産

　

次
の
よ
う
な
資
産
は
課
税
対
象
に
な
ら

な
い
の
で
、申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・	
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
自
動
車
、

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
原
動

機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動
車

・	

無
形
固
定
資
産
（
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
特

許
権
、
営
業
権
な
ど
）

・	

繰
延
資
産

・	

耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取
得
価

額
が
10
万
円
未
満
の
資
産
で
、
一
時
に

損
金
算
入
し
た
も
の

・	

取
得
価
額
が
20
万
円
未
満
の
資
産
で
、

一
括
し
て
３
年
間
で
償
却
す
る
も
の

（
一
括
償
却
資
産
）

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
・
法
人
番
号
）

の
記
載
に
つ
い
て

　

個
人
の
方
は
12
桁
の
個
人
番
号
を
、
法

人
に
あ
っ
て
は
13
桁
の
法
人
番
号
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ｅエ

ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子
申
告
が
可
能

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子
申

告
が
で
き
ま
す
。
利
用
す
る
際
に
は
、
認

証
局
が
発
行
す
る
電
子
証
明
書
に
よ
る
電

子
署
名
が
必
要
で
す
。
利
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
書
の
様
式
に
つ
い
て

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
く
ら
し
・
手
続
き

→
税
金
→
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
）
か

ら
「
償
却
資
産
申
告
書
様
式
」
を
ダ
ウ
ン

業　種 該当する償却資産例

各業種
共通

舗装路面、門、塀、外灯、ネオンサイン、看板、応接セット、キャビ
ネット、ロッカー、金庫、パソコン、コピー機、テレビ、レジスター、
エアコン、LAN 配線、自動販売機、太陽光発電設備など

窯業 電気炉、ガス炉、焼成装置、集塵機、ろくろ、コンプレッサーなど

農業 ビニールハウス、最高時速が毎時 35 ㎞以上の農耕作業用自動車など

不動産
貸付業

アスファルト舗装、フェンス、ゴミ置場、自転車置場、緑化施設、外灯、
受変電設備、発電機設備など

医業
各種医療機器（ベッド、手術台、Ｘ線装置、心電計、レントゲン装置、歯
科診療ユニット）など

理容・
美容業

理容・美容椅子、タオル蒸器、パーマ器、サインポールなど

小売業 陳列棚、陳列ケース、冷蔵庫、冷凍庫など

飲食業
カウンター、室内装飾品、厨房設備、放送設備、カラオケ機器、冷蔵庫、
冷凍庫など

娯楽業 ゲーム機、パチンコ台、パチスロ台、両替機、玉貸機など

ガソリン
スタンド

ガソリン計量器、リフト、充電器、洗車機、照明設備、地下タンク、
独立キャノピーなど

製造業
受変電設備、製造加工設備、タンク、受水槽、煙突、ベルトコンベアー、
プレス機、旋盤、測定工具、検査工具など

クリー
ニング業

洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、ミシン、ボイラー、ビニール包
装設備など

建設業
大型特殊自動車（ブルドーザー、油圧ショベルなど）、ミキサー、コンク
リートカッターなど

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
過
疎
地
域
（
旧
有
田
町
）
に
お
け
る
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除

　

令
和
８
年
度
固
定
資
産
税
の
軽
減
の
申

告
期
限
も
令
和
８
年
２
月
２
日
で
す
。
旧

有
田
地
区
に
特
別
償
却
設
備
を
設
置
さ
れ

た
場
合
は
課
税
免
除
に
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
広
報
12
月
号
ま
た
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　
　
　
　
　

☎
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７
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固
定
資
産
（
償
却
資
産
）
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

固定
資産

▼申告の対象となる償却資産例

１/ ５（月）

２/ ２（月）

申告期間

～

1212 月中旬に申告書を月中旬に申告書を
送付しました送付しました

行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～
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家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す
！

固定
資産税

　

固
定
資
産
税

は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）

に
存
在
す
る
土

地
・
家
屋
・
償

却
資
産
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
家
屋
を
１
月
１
日
ま
で

に
取
り
壊
し
た
場
合
、
次
年
度
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
速
や
か
に
「
家
屋
滅
失

届
」
を
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
令
和
８
年
１
月
２
日
以
降
に
家
屋
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
、
令
和
８
年
度
ま
で
課
税
さ

れ
ま
す
）

　

な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
に
つ
い

て
は
、法
務
局
で
滅
失
登
記
が
必
要
で
す
。

※
「
家
屋
滅
失
届
」
の
様
式
は
、
税
務
課

窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取

得
で
き
ま
す
。

■
住
宅
用
地
に
対
す
る
特
例

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
居
住
用
家
屋
が

存
在
す
る
住
宅
用
地
に
は
、
そ
の
税
負
担

を
軽
減
す
る
特
例
措
置
（
そ
の
土
地
の
課

税
標
準
額
に
つ
い
て
１
戸
あ
た
り
２
０
０
㎡

ま
で
は
６
分
の
１
、２
０
０
㎡
を
超
え
た
分
は

３
分
の
１
の
額
）
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
家
屋
を
取
り
壊
し

■
老
朽
空
き
家
除
却
後
の
土
地
に
係
る
固

定
資
産
税
の
減
免
制
度

　

老
朽
空
き
家
の
除
却
（
解
体
撤
去
）
を

推
進
し
跡
地
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
空
き
家
を
除
却

し
た
場
合
、
そ
の
空
き
家
が
建
っ
て
い
た

土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
を
減
免
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
空
き
家
▼

①
令
和
２
年
1
月
1
日
以
降
に
解
体
撤
去

さ
れ
た
空
き
家
で
あ
る
こ
と

②
空
き
家
が
建
っ
て
い
た
土
地
に
、
住
宅

用
地
に
対
す
る
特
例
が
適
用
さ
れ
て
い

た
こ
と

③
空
き
家
が
所
定
の
基
準
に
よ
り
「
老

朽
空
き
家
」（
法
定
耐
用
年
数
を
経
過
し

た
居
住
用
の
家
屋
で
あ
り
、
か
つ
１
年
以

上
居
住
用
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も

の
）
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と

　

申
請
で
き
る
方
は
、
空
き
家
が
建
っ
て

い
た
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
そ
の
相
続
人

で
す
。
た
だ
し
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

①
有
田
町
税
の
滞
納
が
あ
る
方

②
町
長
が
減
免
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い

と
認
め
た
方

減
免
額
▼
空
き
家
を
取
り
壊
す
前
と
後
の

土
地
の
税
額
の
差
額

減
免
期
間
▼
５
年
間

詳
し
く
は
▼
税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

令和８年１月１日

取り壊し

取り壊し

課税対象外
（住宅用地特例の解除）

課税対象

令和８年度固定資産税
た
場
合
、
住
宅
用
地
に
対
す
る
特
例
が
外

れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
土
地
の
税
額
は

上
が
り
ま
す
。

死
亡
叙
勲
／
叙
位

旭
日
双
光
章　

従
六
位

故 

藤 

誠
一
郎 

さ
ん

表彰
　

７
月
26
日
付
け
で
、
故 

藤
誠
一
郎
さ

ん
が
死
亡
叙
勲
（
旭
日
双
光
章
）、叙
位
（
従

六
位
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
さ
ん
は
、
平
成
11
年
に
旧
有
田
町
議

会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
て
以
来
、
７
期
連

続
で
当
選
さ
れ
、
26
年
２
カ
月
も
の
長
き

に
わ
た
り
、
有
田
町
議
会
議
員
と
し
て
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
産
業
建
設
常

任
委
員
長
、
文
教
厚
生
委
員
長
を
複
数
回

務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
伊
万
里
・
有
田
地
区

の
衛
生
組
合
や
医
療
福
祉
組
合
の
議
員
と

し
て
、
卓
越
し
た
政
治
手
腕
を
発
揮
し
、

町
の
発
展
と
、
住
民
生
活
向
上
に
多
大
な

る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、

県
政
功
労
者
知
事
表
彰
や
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
表
彰
な
ど
数
々
の
表
彰
を
受
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

町からのお知らせ行政ナビ１月
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令和７年分  確定申告が始まります確定
申告

■	令和７年分の所得税および住民税申告の申告
会場開設について

会場▶有田町役場　１階　町民ロビー

生涯学習センター　南館１階　講習室　

期間▶２月 16 日（月）～３月 16 日（月）

　　　（３月１日（日）以外の土日祝日は休み）

※第 1 週目は混雑します。第 2 週目・第 3 週目

の火曜日以降の来場をおすすめします。

受付▶９時～ 16 時（３月１日（日）は 15 時まで）

■	来場する方へのお願い
・	 事業収支内訳書は事前に作成を！
　事業収入（農業・一般・不動産）がある方は必

ず収支内訳書・帳簿を作成してご来場ください。

・	 医療費控除の明細書は事前に作成を！
　医療費通知（医療費のお知らせ）をご持参くだ

さい。必ず「医療費控除の明細書」を作成して

ご来場ください。

■	町ホームページからの様式のダウンロード

■令和７年分の申告期限と納期限
所得税、贈与税▶３月 16 日（月）

消費税および地方消費税▶３月 31 日（火）

会場▶伊万里税務署（伊万里市立花町 4023-1）

期間▶２月 16 日（月）～３月 16 日（月）（土・日・祝日は休み）

受付▶ 9 時～ 16 時

■伊万里税務署での申告は入場整理券が必要です！
入場整理券の取得方法▶
①申告会場で当日配布

②国税庁 LINE アカウントの友だち追加

※入場整理券の配布状況により、16 時前に受付を終了する

場合があります。

■不動産の売却、贈与税について
　申告会場での申告相談を希望される方は、2 月 16 日から
3 月 16 日の月曜日から水曜日にお越しください。

（上記期間のみ担当者が従事しています）

■会場では、スマホをお持ちの方は、原則ご自身のスマホ
で申告書の作成を行っていただきます

（注）マイナンバーカードとパスワード（署名用：英数字６

～ 16 桁　利用者証明用：数字４桁）が必要です。

詳しくは ▼伊万里税務署　☎ 23・3147

　マイナンバーカードとスマホがあれば、マイナポータル連携でデータを取得でき、医療費の領収書などの

収集や集計が不要になります。また、家族の医療費もマイナンバーカードとパスワードで追加できます。確

定申告書の該当項目へ自動入力され、作成した確定申告書は、e-Tax で送信できます。

　令和７年分の確定申告は、ぜひご自宅から e-Tax をご利用ください。確定申告書の作成は国税庁ホームペー

ジの「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください。

作成コーナー

令和７年分の確定申告はご自宅から e-Tax で送信！

スマホの方はこちら☞

確定申告書等作成コーナーの操作方法

作成コーナー　マニュアル

役場での申告 伊万里税務署での申告

動画で見る確定申告

スマホ、パソコンなどの
操作マニュアルを掲載！
※令和８年１月更新予定

国税庁公式 LINE

　右記二次元コードからダウンロー

ドしてください。
詳しくは ▼税務課 町県民税担当   ☎ 46・2736

マ イ ナ ポ ー タ ル の
事前準備はこちら☞

行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～
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住
み
慣
れ
た
地
域
の
中

で
介
護
予
防
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
自
分
や
家
族
に
も
役

参加
募集

「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
参
加
者
募
集

立
つ
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
講
座
で

す
。
講
義
４
回
と
実
技
８
回
を
す
べ
て
受

講
修
了
後
、「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
認

定
証
」
を
発
行
し
ま
す
。
な
お
、
今
年
度

の
講
座
は
今
回
で
最
後
と
な
り
ま
す
が
、

次
回
（
令
和
８
年
度
開
催
予
定
）
に
ま
た

が
っ
て
受
講
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
認

定
を
受
け
た
方
は
、
各
地
区
で
実
施
さ
れ

て
い
る
通
い
の
場
で
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
で
き
ま
す
。

◆
講
義

内
容
▼

① 

介
護
の
現
状
と
介
護
予
防
の
必
要
性

②
認
知
症
予
防
・
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

　

ロ
ー
ム
予
防
に
つ
い
て

③
口
の
動
き
と
予
防
に
つ
い
て

④
低
栄
養
予
防
に
つ
い
て

日
程
▼

①
２
月
６
日
（
金
）

②
２
月
13
日
（
金
）

③
２
月
20
日
（
金
）

④
２
月
27
日
（
金
）

時
間
▼
13
時
30
分
～
15
時

場
所
▼
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
い
た
ん

◆
実
技

日
時
▼
毎
週
金
曜
日
、 

10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
婦
人
の
家 

軽
運
動
室
（
通
所
型
サ

ー
ビ
ス
Ｃ
会
場
）

※
実
技
に
は
運
動
し
や
す
い
服
装
で
室
内

ば
き
と
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
健
康
福
祉
課☎

43
・
２
１
７
９

　

行
政
情
報
や
地
域
情
報
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
誌

「
有
田
町
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
２
０
２
５
年
度
版
）」
を
町
内
全
世
帯

に
配
布
し
ま
す
。
ぜ
ひ
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

配
布
時
期
▼
令
和
８
年
１
月
中
旬
頃

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

☎
46
・
２
９
９
０

暮らし

有
田
町
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

２
０
２
５
年
度
版
を
お
届
け
し
ま
す

※
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
町
が
官
民

協
働
事
業
と
し
て
共
同
発
行
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

消防
寄附
受納

　
　

伊
万
里
有
田
地
区
消
防
設
備
等
保
守

協
会
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を

使
用
し
て
紙
や
ポ
ス
タ
ー
の
代
わ
り
に
情

報
や
広
告
を
表
示
す
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ

ー
ジ
を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
推
進
や
設

置
か
ら
10
年
を
過
ぎ
た
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
交
換
な
ど
に
つ
い
て
画
像
を
表
示
し

て
、
今
後
の
火
災
予
防
の
啓
発
活
動
に
役

立
て
て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
有
田
消
防
署☎

42
・
２
６
７
１

　ふるさと納税で有田町に寄附いただいた件数と金額
をお知らせします。

■  ふるさと納税   ■

件　数 金　額
令和７年 11 月分 1,619 件 77,343 千円
令和７年度累計 19,922 件 715,574 千円

※キャンセルや返金などで前月以前分が変更になり、累
計が合わないことがあります。

詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

町からのお知らせ行政ナビ１月
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高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

後期
高齢者

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は
、
医

療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の

で
、
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
が
、
１
年
間
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合

計
し
、
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の

超
え
た
金
額
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■
令
和
６
年
度
分
の
支
給
要
件
・
限
度
額

支
給
要
件
▼
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
が
、
１
年
間
（
令
和

６
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
７
月
31
日
ま

で
）
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
、
次
の
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
自
己
負
担
額
か
ら
限
度

額
を
差
し
引
い
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

※
自
己
負
担
額
か
ら
限
度
額
を
差
し
引
い

た
金
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合
は
支

給
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

限
度
額
▼

■
支
給
の
対
象
と
な
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

と
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
の
留
意
点

　

支
給
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
２
月
下

旬
に
お
知
ら
せ
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

お
知
ら
せ
が
届
い
た
場
合
、
有
田
町
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
福
祉
課
後
期
高
齢

者
医
療
担
当
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

一部負担金
の割合 限度区分 限度額

３割

　現役並み所得者Ⅲ 212 万円

　現役並み所得者Ⅱ 141 万円

　現役並み所得者Ⅰ 67 万円

２割 　一般Ⅱ 56 万円

１割

　一般Ⅰ 56 万円

　区分Ⅱ 31 万円

　区分Ⅰ 19 万円

　

次
に
該
当
す
る
方
に
は
、
申
請
の
対
象

と
な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
方
▼

令
和
６
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
７
月

末
ま
で
に

・	

市
町
を
越
え
る
転
居
を
さ
れ
た
方

・	

他
の
医
療
保
険
制
度
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
ら
れ
た
方
（
75
歳
の
年

齢
到
達
者
な
ど
）

・	

後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を
喪
失
さ
れ

た
方
（
亡
く
な
ら
れ
た
方
や
生
活
保
護
を

受
け
始
め
た
方
）

■
時
効
に
つ
い
て
の
留
意
点

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
は
、
基
準
日

（
令
和
７
年
７
月
31
日
）
の
翌
日
か
ら
２

年
を
経
過
す
る
と
時
効
と
な
り
、
支
給

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
申
請
は
、
基

準
日
の
翌
日
か
ら
２
年
の
間
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
計
算
期
間
（
令
和
６
年
８
月
～
令
和
７

年
７
月
）
の
途
中
で
資
格
を
喪
失
さ
れ

た
方
の
基
準
日
に
つ
い
て
は
、
資
格
を

喪
失
さ
れ
た
日
の
前
日
（
死
亡
の
場
合

は
、
亡
く
な
ら
れ
た
日
）
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

・	

健
康
福
祉
課　

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

☎
43
・
２
１
８
２

・	

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
５
２
・
64
・
８
４
７
６

　

磁
器
原
材
料
の
陶
石
や
陶
土
代
の
８

月
か
ら
の
値
上
げ
を
受
け
、
佐
賀
県
陶

磁
器
工
業
㈿
で
は
、
陶
土
値
上
げ
分
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
交
付
希
望
者
は
、

左
記
の
佐
賀
県
陶
磁
器
工
業
㈿
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
▼
８
月
～
12
月
（
５
カ
月
分
）

に
購
入
し
た
価
格
改
定
後
の
陶
土
代　

対
象
事
業
者
▼
町
内
に
事
業
所
ま
た
は

住
所
を
有
し
て
い
る
製
陶
業
・
生
地
製

造
業
者
・
商
社
な
ど

※
工
業
組
合
員
以
外
も
対
象
で
す
。

助
成
対
象
額
▼
陶
土
購
入
費
の
う
ち
、
値

上
げ
分
の
２
分
の
１
（
値
上
げ
分
を
25
％

と
み
な
す
）

提
出
書
類
▼

①
８
月
～
12
月
に
陶
土
代
と
し
て
購
入

し
た
費
用
の
領
収
書

②
申
請
書
様
式

③
事
業
所
が
有
田
町
に
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
書
類
（
提
示
の
み
）

提
出
期
限
▼
令
和
８
年
１
月
30
日
（
金
）

詳
し
く
は
▼

・	

佐
賀
県
陶
磁
器
工
業
㈿

	
  

☎
42
・
３
１
６
４

・	

商
工
観
光
課　
　

    

☎
46
・
２
５
０
０

助成

陶
土
値
上
げ
分
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
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安
心
安
全
な
学
校
給
食
を
提
供
す
る
だ

け
で
な
く
、
地
産
地
消
に
取
り
組
む
こ
と

で
地
域
の
産
業
や
生
産
の
過
程
を
理
解
し

て
も
ら
い
食
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
町
内

小
中
学
校
の
給
食
用
食
材
の
納
入
に
は
「
納

入
事
業
者
登
録
制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

い
た
事
業
者
の
登
録
を
募
集
し
ま
す
。

※
現
在
登
録
が
あ
る
事
業
者
に
は
、
更
新

用
の
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

提
出
書
類
▼

・	

納
入
事
業
者
登
録
申
請
書

・	

食
品
衛
生
監
視
票

・	

従
業
員
の
検
便
検
査
結
果
票

・	

肉
魚
介
類
販
売
許
可
書
の
写
し    

な
ど

※
登
録
申
請
書
の
様
式
は
学
校
教
育
課
で

お
渡
し
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

学
校
給
食
用
食
材

納
入
事
業
者
の
登
録

納入
事業者
登録

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
詳
細
は
下
記
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

有
田
町
で
も
、

冬
場
は
山
間
部
に

限
ら
ず
日
陰
や
橋

の
上
な
ど
で
、
積

雪
・
凍
結
に
よ
る

冬
期
の
道
路
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

道路
凍結
防止

ス
リ
ッ
プ
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

冬
場
の
事
故
や
渋
滞
防
止
の
た
め
、

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
履
き
替
え
や
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
を
常
備
す
る
な
ど
、
積
雪
や

路
面
の
凍
結
に
対
す
る
準
備
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

■
積
雪
、
道
路
凍
結
時
に
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
注
意
す
る
こ
と

①
気
象
状
況
、
道
路
環
境
の
把
握

　

出
発
前
に
は
気
象
情
報
な
ど
を
確
認

し
、
車
間
距
離
を
十
分
と
っ
て
走
行
す
る

な
ど
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

②
チ
ェ
ー
ン
・
冬
用
タ
イ
ヤ
な
ど
滑
り
止

め
装
置
の
装
着

　

積
雪
・
凍
結
道
路
を
普
通
タ
イ
ヤ
で
運

転
す
る
こ
と
は
法
令
違
反
（
※
）
と
な
り

ま
す
。

③
「
急
」
の
つ
く
運
転
を
し
な
い

　

急
発
進
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル

な
ど
の
「
急
」
の
つ
く
操
作
は
危
険
な
の

で
や
め
ま
し
ょ
う
。

※
積
雪
、
凍
結
道
路
を
運
転
す
る
際

の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

・	

道
路
交
通
法
第
71
条
第
６
号

・	

佐
賀
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則

第
11
条
第
１
号
（
運
転
者
の
遵
守

事
項
）

「
積
雪
又
は
凍
結
し
て
い
る
道
路
に

お
い
て
、
自
動
車
（
二
輪
の
も
の
を

除
く
。）
を
運
転
す
る
と
き
は
、
タ

イ
ヤ
・
チ
ェ
ー
ン
又
は
ス
ノ
ー
・
タ

イ
ヤ
を
と
り
つ
け
る
等
す
べ
り
止
め

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。」

　

な
お
、
違
反
す
る
と
５
万
円
以
下

の
罰
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
道

路
交
通
法
第
１
２
０
条
９
号
）

④
不
要
不
急
な
車
で
の
外
出
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

　

無
理
な
自
動
車
で
の
外
出
は
事
故
や
交

通
渋
滞
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

■
凍
結
防
止
剤
（
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
）

の
散
布
方
法

　

橋
や
急
な
坂
道
な
ど
、
冬
用
タ
イ
ヤ
を

使
用
し
て
も
滑
り
や
す
い
場
所
に
は
、「
凍

結
防
止
剤
」を
道
路
脇
に
置
き
ま
す
の
で
、

必
要
時
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
融
雪
・
凍
結
防

止
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
次
の
点
に
注
意

し
、
町
の
道
路
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

効
果
的
な
散
布
方
法
▼

・	

雪
か
き
を
し
た
後
、
凍
結
防
止
の
た
め

	

散
布
す
る
。

※
降
雪
中
や
降
り
積
も
っ
た
雪
、
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
状
の
雪
に
散
布
し
て
も
効
果
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
効
果
が
出
る
ま

で
約
１
時
間
か
か
り
ま
す
。

・	

一
度
に
多
く
を
散
布
せ
ず
に
、
二
度
に

分
け
て
少
量
を
ム
ラ
な
く
均
一
に
散
布

す
る
。

※
一
握
り
（
約
50
ｇ
）
で
約
１
㎡
散
布
で

き
ま
す
。
凍
結
防
止
剤
が
路
上
へ
残
存

す
る
と
ス
リ
ッ
プ
を
起
こ
し
や
す
い
路

面
を
形
成
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
撒

き
す
ぎ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

使
用
上
の
注
意
▼

・	

凍
結
防
止
剤
は
成
分
の
強
い
「
塩
」
で

す
。
散
布
す
る
際
は
手
袋
を
使
用
し
、

直
接
触
れ
た
り
、
吸
引
し
た
り
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・	
確
実
に
積
雪
・
凍
結
が
見
込
ま
れ
る
と

き
以
外
は
散
布
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・	

植
物
に
か
け
る
と
枯
れ
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
直
接
散
布
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
建
設
課　

☎
46
・
５
６
１
５

受
付
期
間
▼
２
月
20
日
（
金
）
ま
で

提
出
先
▼
有
田
町
教
育
委
員
会　

学
校
教

育
課
（
有
田
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

詳
し
く
は
▼
学
校
教
育
課☎

43
・
２
３
２
４

町からのお知らせ行政ナビ１月

ARITA 2026.113



ご
み
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

環境

	

ご
み
の
焼
却
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
焼
却
し
た
場
合
、「
５
年

以
下
の
懲
役
若
し
く
は
千
万
円
以
下
の

罰
金
（
法
人
は
３
億
円
以
下
の
罰
金
）

に
処
し
、ま
た
は
こ
れ
を
併
科
す
る
」（
廃

掃
法
第
25
条
第
１
項
第
15
号
）
と
罰
則
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
焼
却
の

未
遂
行
為
も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。（
廃
掃
法

第
25
条
第
２
項
）

　

た
だ
し
、
焼
却
に
は
下
記
の
一
部
例
外

と
さ
れ
て
い
る
行
為
が
あ
り
ま
す
が
、
焼

却
を
推
奨
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

一
部
例
外
と
さ
れ
て
い
る
行
為
を
行

う
際
に
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
行

う
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
留
意
点

①
燃
や
す
も
の
を
よ
く
乾
燥
さ
せ
、
風

向
き
や
風
の
強
さ
、
時
間
帯
を
考
慮

す
る
。

・	

湿
っ
た
草
木
は
煙
が
大
量
に
発
生
し

ま
す
。

・	

風
が
強
い
日
に
行
う
と
煙
が
広
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

②
燃
や
す
前
に
近
所
の
方
に
理
解
を
得

て
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
く
、
煙
が
家
に
充

満
す
る
な
ど
苦
情
が
入
り
、
消
火
を

お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

③
燃
や
す
量
を
少
し
ず
つ
に
し
、
必
要

最
小
限
に
す
る
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、
警
察
・
消
防
・

町
職
員
が
現
地
を
確
認
し
、
著
し
く

違
反
し
て
い
る
場
合
は
処
罰
の
対
象

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
ご
み
の
焼
却
は
燃
焼
温
度
が
低
い
た

め
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
猛
毒

の
有
害
物
質
が
発
生
し
ま
す
。
生
活

環
境
・
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課　

環
境
担
当

☎
46
・
２
７
３
４

■
一
部
例
外
と
さ
れ
て
い
る
行
為

①
農
業
、
林
業
を
営
む
た
め
、
や
む

を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

も
の
（
あ
ぜ
草
や
下
枝
の
焼
却
、
田

畑
の
害
虫
防
止
）

※
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

②
風
俗
慣
習
上
、
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
も
の
（
お
に
び
た
き
、

し
め
縄
の
焼
却
）

③
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
も
の
（
火

災
予
防
訓
練
）

④
国
な
ど
の
公
共
団
体
が
、
そ
の
施

設
の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な

も
の
（
河
川
敷
の
草
の
焼
却
）

⑤
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
の
焼
却

で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の
（
落
ち
葉

た
き
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
）

▲おにびたき

　

11
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
66
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会

長
野
大
会
」
に
お
い
て
、
有
田
町
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
の
小
笹
文
代
さ
ん（
白
川
）

と
原
田
ま
ち
子
さ
ん
（
応
法
）
が
、「
30

年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
笹
さ
ん
と
原
田
さ
ん
は
平
成
８
年

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
旧
体
育
指
導

員
）と
し
て
意
欲
的
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
長
き
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・

普
及
に
貢
献
し
て
き
た
功
績
が
称
え
ら

れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課☎

43
・
２
３
１
４

表彰

30
年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰

小
笹 

文
代
さ
ん

原
田 

ま
ち
子
さ
ん

▲（左から）小笹さん、原田さん

行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

ARITA 2026.1 14



森
林
の
近
く
で
「
火
入
れ
」
を
行
う
場
合
は

事
前
に
町
へ
申
請
が
必
要
で
す

火入れ

	

有
田
町
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
に
よ

り
「
火
入
れ
」
を
行
う
場
合
は
、
実
施
日

の
７
日
前
ま
で
に
町
に
申
請
が
必
要
で

す
。
な
お
、
届
出
が
必
要
な
の
は
、（
１
）

の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
り
、か
つ
（
２
）

の
目
的
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
場
合

で
す
。

（
１
）
届
出
が
必
要
と
な
る
範
囲

①
森
林
内

②
森
林
の
周
囲
１
km
の
範
囲
内
に
あ
る
土
地

（
２
）
届
出
が
必
要
と
な
る
目
的

・	

造
林
の
た
め
の
地
ご
し
ら
え

・	

開
墾
準
備

・	

害
虫
駆
除

・	

焼
畑

・	

採
草
地
の
改
良

※
こ
れ
ら
の
条
件
に
該
当
し
な
い
火
を
扱

う
行
為
に
つ
い
て
は
、「
伊
万
里
・
有

田
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
」
に
基
づ

く
各
種
届
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
有
田
消
防
署
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
お
に
び
た
き
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
、除
草
後
の
小
規
模
な
焼
却
な
ど
）

詳
し
く
は
▼
農
林
課　

☎
46
・
５
６
１
６

火災予防条例の一部が改正され
林野火災の予防に関する事項が
追加されます　　　

　令和７年２月に岩手県大

船渡市で発生した大規模な

林野火災を踏まえ、同様な

林野火災の予防を目的とし

令和８年１月１日施行

◆主な改正内容◆
①『林野火災に関する注意報』発令の新設
　乾燥や雨が長く降らないなど、山火事が起こりやすい
状態になった際に発令します。注意報が出た場合は屋外
での火の使用を控え、バーベキューやたき火は延期を検
討してください。（努力義務）

②『林野火災に関する警報』発令の新設
　乾燥が続き、強風が吹くなど、山火事が発生する危
険が高まった場合に発令します。

『林野火災に関する警報発令中における火の使用制限』
　警報が出ている場合、火入れおよび野焼き、屋外のた
き火は禁止になります。また、バーベキューなど火を扱
う行為にも制限がかかります。
詳しくは▶有田消防署　☎ 46・2671

て、火災予防条例の一部が改正されます。

町からのお知らせ行政ナビ１月

環境

令
和
７
年
度
「
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
」

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

　

佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
と
同
組

合
の
構
成
市
町
は
、
連
携
し
て
管
内
の

「
環
境
学
習
の
充
実
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
昨
年
９

月
に
「
私
た
ち
に
で
き
る
ご
み
の
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
の

小
学
４
・
５
年
生
を
対
象
に
標
語
・
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
校
か
ら
次
の
作
品
が
最

優
秀
賞
、
入
選
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

■
ポ
ス
タ
ー
の
部　
（
小
学
５
年
生
）

　
入
選

	

大
山
小
学
校　

清
田
心
海
さ
ん

■
標
語
の
部
（
小
学
４
年
生
）

　

最
優
秀
賞

　
リ
サ
イ
ク
ル
　
き
っ
と
明
る
い
　

　
ミ
ラ
イ
ク
ル
　

	

（
有
田
小
学
校　

長
井
仁
菜
さ
ん
）

　

入
選

　
分
別
は
　
き
ち
ん
と
せ
ん
ば
！
　

　
や
く
そ
く
ね
　

	
（
有
田
中
部
小
学
校　

館
林
凛
さ
ん
）

詳
し
く
は
▼

・	

佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
事
務
局

☎
26
・
２
３
５
３

・	

住
民
環
境
課　

環
境
担
当

☎
46
・
２
７
３
４

■  町交際費 11 月 ■

項　目 金　額 備　考

会　費 45,000 円
西九州させぼ広域都
市圏協議会懇親会
ほか５件

雑　費 15,225 円 東京有田会特産品寄
贈ほか１件

合　計 60,225 円

詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

ARITA 2026.115



　

１
月
１
日
付
け
で
、髙
峰
智
晃
さ
ん
（
戸

矢
）
と
湊
充
子
さ
ん
（
中
樽
）
が
人
権
擁

護
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３

年
間
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
町
長
の
推
薦
を
経

て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
方
で
、

町
内
で
は
７
人
の
委
員
が
人
権
相
談
や
人

権
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
中
で
の
悩
み
や
心
配
事
、
困
り

人
権
擁
護
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

人権

事
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

人
権
相
談
日
時
▼
毎
月
第
３
水
曜
日

９
時
～
12
時

場
所
▼
有
田
町
西
公
民
館
中
会
議
室
お
よ

び
有
田
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
青
少
年
相

談
室

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課☎

46
・
２
１
１
４

ドイツの大晦日ドイツの大晦日
・お正月は刺激的・お正月は刺激的

　

有田町の国際交流員、テオマン・アラス・エロヌさんのコラムです。

　皆さん、新年明けましておめ

でとうございます！

　2025 年も一年間あっという

間でしたね。皆さんは大晦日に

何をして過ごしましたか。私は

友達と一緒にお祝いしました。

ドイツでは大晦日はとても特別

な日です。家族が一緒にお祝い

をし、家の前で打ち上げ花火を

することもよくあります。近所

の人たちも集まって、新年への

カウントダウンを一緒に待つこ

とも多いです。若い人たちは友

達の家に集まってパーティーを

して楽しみます。

　ドイツでは花火の販売は本来

禁止されていますが、12月 29

日から 31日までの３日間だけ、

成人であれば誰でも購入できま

す。花火を打ち上げたり鳴らし

たりできるのは、12月 31日か

ら１月１日までの 48 時間と決

まっています。ドイツでは「ベ

ラー」と呼ばれる爆発音が出る

爆竹がとても人気で、かなり大

きな音なので、年が明けた直後

は、ものすごくにぎやかです。

もちろんロケット花火も人気

で、空は美しい光と色でいっぱ

いになります。

　一方、日本では大晦日は家族

で静かに過ごし、年が明ければ

「おせち」を食べて過ごすゆっく

りとした感じの祝日ですね。日

本とドイツでは過ごし方が違っ

て、とても面白いです。

ドイツドイツ
DiaryDiary

No.No. 1414

　

県
は
、
母
子
、
父
子
家
庭
の
児
童
や

父
母
の
い
な
い
児
童
の
進
学
・
就
職
を

支
援
す
る
た
め
、
修
学
資
金
や
就
学
支

度
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
者
▼
令
和
８
年
度
に
高
校
・
大
学

な
ど
へ
の
入
学
を
希
望
さ
れ
る
方

申
請
受
付
期
間
▼

・	

修
学
資
金　
　

  

３
月
19
日
（
木
）
ま
で

・	

就
学
支
度
資
金  

３
月
６
日
（
金
）
ま
で

　

こ
の
他
に
も
生
活
資
金
や
転
宅
資
金

な
ど
の
貸
し
付
け
が
あ
り
ま
す
。

進学
就職
支援

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の

児
童
の
進
学
や
就
職
を
支
援
し
ま
す

　

資
金
の
貸
し
付
け
に
は
い
く
つ
か
の
条

件
が
あ
り
、
申
請
後
、
審
査
を
経
て
か
ら

決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
日
に
余
裕
を
持

っ
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

※
修
学
資
金
の
振
り
込
み
は
、
４
月
末
の

予
定
で
す
。

詳
し
く
は
▼

・	

伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所  

母
子
保
健

福
祉
担
当　
　
　
　

☎
23
・
５
１
８
７

・	

子
育
て
支
援
課　

    

☎
25
・
９
２
０
０

行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

▲年越しを祝う花火▲年越しを祝う花火
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町からのお知らせ行政ナビ１月

給付金
　

町
は
、
令
和
８
年
４
月
に
小
・
中
・

高
校
へ
ご
入
学
予
定
の
お
子
さ
ま
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
保
護
者
の
方
へ
、
新
入
学

用
品
購
入
な
ど
の
経
済
的
負
担
軽
減
の

た
め
、
入
学
準
備
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
▼
子
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円

対
象
児
童
▼

令
和
８
年
４
月
に
小
・
中
・
高
校
に
入

学
予
定
の
方
で
、
１
月
１
日
時
点
で
町

に
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
１

月
２
日
以
降
に
転
入
し
、
令
和
８
年
４

月
に
小
・
中
・
高
校
に
入
学
予
定
の
方
。

支
給
対
象
者
▼

右
の
対
象
児
童
の
保
護
者

申
請
方
法
▼

①
申
請
手
続
き
が
不
要
な
方

　
町
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

て
、
令
和
８
年
４
月
に
小
・
中
・
高
校

へ
入
学
予
定
の
お
子
さ
ま
を
養
育
さ
れ

て
い
る
方
。

※
１
月
中
旬
に
受
給
対
象
者
通
知
を
送

付
し
ま
す
。

②
申
請
手
続
き
が
必
要
な
方

　
所
属
長
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
公
務
員
の
方
な
ど
右
記
①
以
外
で
、

令
和
８
年
４
月
に
小
・
中
・
高
校
に
入

有
田
っ
子
出
産
・
子
育
て
応
援
ニ
コ
ッ
と
給
付
金

入
学
準
備
金
支
給
の
お
知
ら
せ

学
予
定
の
お
子
さ

ま
を
養
育
さ
れ
て

い
る
方
。

※
１
月
中
旬
に
受

給
対
象
者
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

通
知
に
同
封
し
て
い
る
申
請
書
と
提
出

書
類
を
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
期
限
は
３
月
31
日

（
火
）
ま
で
で
す
。
必
要
な
書
類
は
次

の
通
り
で
す
。

・	

申
請
書

・	

申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
（
運

転
免
許
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・	

振
込
口
座
が
分
か
る
も
の
の
写
し
（
通

帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）

支
給
予
定
日
▼

●
町
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

　
２
月
に
児
童
手
当
口
座
へ
振
り
込
み
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
公
務
員
の
方
な
ど

　
申
請
さ
れ
た
日
の
翌
月
下
旬
頃
に
指
定

さ
れ
た
口
座
へ
随
時
振
り
込
み
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
子
育
て
支
援
課

☎
25
・
９
２
０
０

給付金
　

０
歳
か
ら
高
校
生
年
代
ま
で
の
子
ど

も
１
人
当
た
り
２
万
円
の
「
物
価
高
対

応
子
育
て
応
援
手
当
」
を
支
給
す
る
こ

と
が
11
月
21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
12

月
16
日
に
国
の
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
町
は
、
子
育
て
中
の
皆

さ
ま
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
▼
子
ど
も
１
人
当
た
り
２
万
円

対
象
児
童
▼
令
和
７
年
９
月
分
の
児
童

手
当
の
対
象
児
童
お
よ
び
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生
児

支
給
対
象
者
▼
児
童
手
当
の
受
給
者

※
転
入
や
転
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
令

和
７
年
９
月
分
の
児
童
手
当
の
支
給

が
あ
っ
た
市
区
町
村
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

※
離
婚
な
ど
に
よ
り
令
和
７
年
10
月
分

の
児
童
手
当
の
受
給
者
を
変
更
さ
れ

た
場
合
、
ま
た
は
児
童
手
当
受
給
者

か
ら
Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
て
い
る
場
合

は
特
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
▼

①
申
請
手
続
き
が
不
要
な
方

　
町
か
ら
９
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
。

子
ど
も
１
人
当
た
り
２
万
円

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
を
支
給
し
ま
す

※
手
当
の
受
給
を
拒
否
し
た
い
場
合
、
振

込
口
座
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
申
し
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
期
日
は
支
給
予
定
日

と
と
も
に
追
っ
て
お
知
ら
せ
を
郵
送
し

ま
す
。

②
申
請
手
続
き
が
必
要
な
方

　

所
属
長
か
ら
９
月
分
の
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
公
務
員
の
方
お
よ
び
新
生

児
の
保
護
者
。

※
町
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
公
務
員
の
方

に
は
、申
請
書
を
後
日
お
送
り
し
ま
す
。

有
田
町
が
受
給
対
象
者
の
口
座
情
報
を

把
握
し
て
い
る
場
合
は
申
請
が
不
要
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
新
生
児
の
保

護
者
は
出
生
届
の
手
続
の
中
で
ご
案
内

し
ま
す
。
必
要
な
書
類
は
「
申
請
書
」、

「
運
転
免
許
証
な
ど
申
請
者
の
本
人
確

認
書
類
の
写
し
」、「
通
帳
な
ど
振
込
口

座
が
分
か
る
も
の
の
写
し
」
で
す
。

支
給
予
定
日
▼
調
整
中

※
決
定
し
次
第
対
象
者
宛
て
の
通
知
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
有
田
町
子
育
て
サ
イ
ト
）

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
子
育
て
支
援
課

☎
25
・
９
２
０
０
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ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

有田のスポーツ情報

■
久
光
製
薬
杯
第
36
回
佐
賀
県
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
大
会　

い
き
い
き
の
部

　

11
月
に
鳥
栖
市
サ
ロ
ン
パ
ス
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
予
選
で
は
武
内
、

西
唐
津
A
を
２
‐
０
と
圧
倒
し
、
難
な
く

決
勝
リ
ー
グ
進
出
を
決
め
る
と
、
決
勝
リ

ー
グ
で
も
別
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
上
が
っ
た

W
ings

・
同
大
会
で
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ

る
基
山
を
も
２
‐
０
で
破
り
、
１
セ
ッ
ト

も
落
と
さ
な
い
完
全
優
勝
で
５
年
ぶ
り
の

頂
点
を
掴
み
取
り
ま
し
た
。

■
愛
し
と
ー
と
♡
カ
ッ
プ　

第
51
回
九
州

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

８
月
17
日
に
小
城
市
で
佐
賀
大
会
が
、

11
月
14
日
・
15
日
に
沖
縄
県
豊
見
城
市
で

九
州
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
県
大
会
で
は
敵
無
し　

	

順
調
な
滑
り
出
し
も
不
安
要
素
抱
え
る

　

佐
賀
県
予
選
で
は
永
遠
の
ラ
イ
バ
ル
基

山
を
撃
破
す
る
な
ど
全
勝
優
勝
を
果
た
し

快
調
に
九
州
大
会
進
出
を
決
め
ま
し
た
が
、

大
会
中
に
チ
ー
ム
の
中
心
人
物
セ
ン
タ
ー

川　

保
涼
子
選
手
が
前
十
字
靭
帯
を
負
傷

す
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
。
順
風
満
帆

と
は
い
か
な
い
船
出
と
な
り
ま
し
た
。

２
大
会
で
熱
戦
展
開   

西
有
田
マ
マ
あ
っ
ぱ
れ
!!

久
光
製
薬
杯
第
36
回
佐
賀
県
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
大
会
い
き
い
き
の
部　

 

優
勝

愛
し
と
ー
と
♡
カ
ッ
プ 

第
51
回
九
州
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

準
優
勝

●
熱
闘
！　

優
勝
大
会

	

チ
ー
ム
一
丸
、
強
烈
底
力
で
準
優
勝

　

沖
縄
県
に
場
所
を
移
し
、
行
わ
れ
た
優

勝
大
会
。
今
大
会
は
全
て
の
試
合
で
１
セ

ッ
ト
目
を
先
取
さ
れ
る
厳
し
い
展
開
と
な

り
ま
し
た
が
、
初
戦
の
福
岡
県
デ
ィ
ラ
イ

ト
古
賀
戦
、
２
戦
目
の
沖
縄
県
牧
港
ペ
ア

ー
ズ
を
と
も
に
２
‐
１
で
下
し
、
決
勝
戦

へ
駒
を
進
め
ま
す
。
相
手
は
実
力
者
揃
い

の
鹿
児
島
県
国
分
北
。
超
強
力
セ
ン
タ
ー

攻
撃
に
苦
し
め
ら
れ
、
２
‐
０
で
敗
れ
は

し
た
も
の
の
、
ケ
ガ
を
負
っ
た
選
手
を
カ

バ
ー
す
る
全
員
バ
レ
ー
を
貫
き
、
見
事
準

優
勝
で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

▲岩永みどり監督▲岩永みどり監督（原明）（原明）は「練習は週１回なは「練習は週１回な
のによく頑張った！」と選手を労いました。のによく頑張った！」と選手を労いました。

　

11
月
30
日
に
有
田
町
体
育
セ
ン
タ
ー

で
柔
道
大
会
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら

約
２
０
０
人
の
選
手
が
集
結
し
激
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
小
学
生
の
団
体
戦
と
幼

児
か
ら
小
学
生
の
部
門
別
の
個
人
戦
が

行
わ
れ
、
町
の
選
手
た
ち
は
強
豪
が
ひ

し
め
く
中
で
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見
せ

ま
し
た
。
団
体
戦
の
部
に
お
い
て
は
有

田
警
心
館
A
が
見
事
団
体
戦
に
て
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

■
大
会
結
果

●
団
体
戦
の
部

優
勝
：
有
田
警
心
館
Ａ

準
優
勝
：
伊
心
館
（
伊
万
里
市
）

第
３
位
：
有
田
警
心
館
Ｂ

第
３
位
：
佐
世
保
柔
道
協
会
（
佐
世
保
市
）

●
個
人
戦
の
部

〇
幼
児
の
部

優
勝
：
金
武　

琉
心

第
３
位
：
山
崎　

紬
心
菜

〇
小
学
１
年
の
部

優
勝
：
久
保
田　

心
道

第
２
位
：
山
崎　

澪
心
菜

〇
小
学
２
年
の
部

第
３
位
：
山
本　

一
力

礼
儀
と
力 

畳
で
学
ぶ　

少
年
た
ち
が
大
健
闘

青
少
年
健
全
育
成
第
16
回
有
田
町
柔
道
大
会

〇
小
学
３
年
の
部

第
２
位
：
久
保
田　

将
心

〇
小
学
５
年
男
子
の
部

優
勝
：
金
田　

祐
虎

第
２
位
：
近
藤　

聖
矢

第
３
位
：
岩
永　

秀
星

第
３
位
：
山
崎　

煌
心

〇
小
学
６
年
男
子
の
部

優
勝
：
堀　

冬
磨

〇
小
学
６
年
女
子
の
部

優
勝
：
坂
口　

留
愛

▲大屋隆監督は柔道家嘉納治五郎師範の言葉を引用し「勝って勝▲大屋隆監督は柔道家嘉納治五郎師範の言葉を引用し「勝って勝
ちに傲ることなく、一筋の道を歩んでください」と選手を激励ちに傲ることなく、一筋の道を歩んでください」と選手を激励
しました。しました。
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もの忘れが気になったらもの忘れが気になったら
№203

地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。
健康福祉課内地域包括支援センター（福祉保健センター）☎ 43・2196

地域包括支援センターだより

▶あなたのもの忘れはどっち

普通のもの忘れ普通のもの忘れ

・	もの忘れの自覚がある

・	体験したことの「一部」を忘れる

・	ヒントがあれば思い出せる

・	人や場所まで分からなくなることはない

認知症によるもの忘れ認知症によるもの忘れ

・	もの忘れの自覚がない

・	体験したことの「すべて」を忘れる

・	ヒントがあっても思い出せない

・	人や場所まで分からなくなることがある

　高齢になれば誰もが、思い出したいことが思い出せなくなったり、新しいことを覚えることが苦手

になったりしますが、加齢による「普通のもの忘れ」と「認知症によるもの忘れ」には違いがあります。

▶認知症も早期発見、早期対応が必要

　認知症は、時間とともに進行する病気です。がんと同様に早期発見と早期対応が大切です。特に

軽度認知障害（ＭＣＩ）の段階で発見できれば、生活習慣の改善などで正常な状態まで回復、認知

症への進行を防ぐことなどが期待できます。

　近年では、アルツハイマー病による軽度認知障害（ＭＣＩ）と軽度の認知症の進行を遅らせるこ

とが期待される治療（アミロイドβ抗体治療薬）も行われていますので、もの忘れが気になり始めたら、

かかりつけ医や専門外来を早めに受診しましょう。

西九州させぼ広域都市圏　在宅医療・介護連携推進事業
令和７年度市民啓発公開講座

認知症 とともによりよく 生きるについて 考える
日時▶令和８年２月８日（日）　14時～ 15時45分（開場13時30分）

開催場所▶（メイン会場）アルカスSASEBO中ホール（佐世保市）定員500人

	 　　  （サテライト会場）伊万里市民センター２階　情報化教室　定員30人

講師▶内田直樹先生（医療法人すずらん会たろうクリニック　理事長兼院長、精神科医、医学博士）

その他▶参加費無料　申込締切は令和８年１月30日（金）先着順

申込先▶メイン会場　☎0956・22・5901　サテライト伊万里会場　☎090・9562・2459

認知症専門医が教
える

最新の認知症予防
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※母子手帳交付は、事前に健康福祉課（☎ 43・5065）へ電話でご予約をお願いします。個別対応いたします。

保健事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 詳しくは

▲

健康福祉課　☎ 43-5065

▼行事名 ▼対象者・備考 ▼日（曜） ▼場所 ▼受付（実施）時間

妊婦子育て相談 妊婦や乳幼児の保護者 ５（月） 多世代交流センターゆいたん 10時〜 12時
４カ月児健診 令和７年９月生まれ 27（火） 福祉保健センター 12時 50分～ 13時 10 分
７カ月児健診 令和７年６月生まれ 20（火） 福祉保健センター 13時 00分～ 13時 10 分
12カ月児相談 令和７年１月生まれ 27（火） 福祉保健センター ９時〜９時 40分
１歳半児健診 令和６年５月～６月生まれ 13（火） 福祉保健センター 12時 50分～ 13時 20 分
２歳児相談 令和５年 12月生まれ 20（火） 福祉保健センター ８時 50分～９時 40分
健康トレーニング室 町内在住の方 福祉保健センター　　　　　　 予約制

ベジメーター測定会 町民（高校生以上） ７（水） 福祉保健センター ９時～ 11時 50 分
13時 30 分～ 16時

納付のお知らせ　詳しくは

▲

税務課　☎ 46-2736

▼税目名 ▼納期限・口座振替日 ▼日（曜）

町県民税
第４期納期限 2/2（月）

口座振替日 26（月）

国民健康保険税
第８期納期限 2/2（月）

口座振替日 26（月）

介護保険料
第７期納期限 2/2（月）

口座振替日 26（月）

後期高齢者医療
保険料

第７期納期限 2/2（月）

口座振替日 26（月）

相談
▼行事名 ▼日（曜）▼実施時間 ▼場所など

行政書士
無料相談会

21（水） 10時～ 12時
有田町婦人の家　講習室
相談内容：相続、遺言のみ

佐賀県行政書士会伊万里支部 次村（☎080-5023-1054)
こころと
からだの相談日
※１日～４日、
12日は休み

月～金
８時 30分～
17時 15 分

福祉保健センター

こころの相談
（要予約）

27（火） ９時〜 16時　　福祉保健センター相談室
（12時〜 13時は除く）

予約は健康福祉課へ（☎ 43-2237）
女性総合相談
※１日～４日、
12日は休み

月〜金
８時 30分～
17時 15 分

専用ダイヤル（☎ 43-2210）
へ電話でご相談ください。
面談も対応可能です。

消費生活相談	
（要予約）

火・木
９時 30分〜 12時、
13時～ 16時

役場 1階ミーティング
ルーム

予約は住民環境課へ（☎46-2734）
障害者相談
※１日～４日、
12日は休み

月～金 ８時 30分～
17時 15 分

障害者生活支援センター
（クレヨンの家     ☎29-8884）

人権相談

行政相談
21（水） ９時～ 12時

有田町西公民館 中会議室

生涯学習センター 青少年相談室

発達障害児（者）
相談（要予約）

６  （火）
20（火）

10時〜 16時 伊万里市役所

予約はNPO法人「それいゆ」へ（☎0952-37-0250）
　※受付時間　月～金　10時～ 17時（祝日を除く）

視覚障害児（者）
相談
※１日～４日、
12日は休み

月～金
８時 30分～
17時 15 分

佐賀県立盲学校
（☎ 0952-23-4672）

きこえやことば
の相談
※１日～４日、
12日は休み

月～金
８時 50分～
16時 50 分

佐賀県立ろう学校
（☎ 0952-30-5368）

まちの子育て
保健室きんかん
（要予約）

30（金）
10時～
16時 40分

立部乙 2485-3（庁舎別館横）
予約は子育て支援課へ
（25-9200）

子育て発達
カウンセリング
A・B（要予約）

A（未就学児）：８（木）
13時 30分～ 16時 40分
B：（中学生まで）：28（水）
13時 10分～ 16時

福祉保健センター
予約は子育て支援課へ
（25-9200）

介護相談 20（火） 10時〜 12時 有田町社協会館
法律相談
（要予約）

20（火）
13時～ 16時 有田町社協会館

予約は社会福祉協議会へ（☎ 41-1315）
年金相談
（要予約）

14（水）　10時～ 15時 　役場 1階ミーティングルーム
予約は武雄年金事務所へ（☎0954-23-0121）

暮らしのカレンダー　  2026 年１月

※指定医療機関は健康カレンダーを参照してください。
　また、予約の際に接種日 ･時間をお確かめください。

予防接種（個別）
▼予防接種名 ▼対象者・備考

ロタウイルス 初回接種は 14週 6日まで

Ｂ型肝炎ワクチン 生後２カ月～１歳未満

小児肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満

５種混合（百日咳 ･ジフテリア ･
破傷風・ポリオ・ヒブ） 生後２カ月～７歳６カ月未満

BCG １歳未満

ＭＲ（麻しん ･風しん）1期 １歳～２歳未満

水痘（水ぼうそう） １歳～３歳未満

ＭＲ（麻しん ･風しん）２期 平成 31年４月２日～
令和２年４月１日生まれ

日本脳炎  １期 ３歳～７歳６カ月未満

日本脳炎  ２期 ９歳～ 13歳未満

２種混合（ジフテリア・破傷風） 小学６年生

子宮頸がん（HPV） 小学６年生～高校１年相当の
女子

帯状疱疹
令和８年３月 31日までに
65、70、75、80、85、90、
95、100歳以上になる方

成人用肺炎球菌

・	満 65歳の方
・	60 ～ 64 歳の方で、心臓、腎臓、呼吸器、
免疫機能に身体障碍者手帳１級相当の障害
がある方

高齢者インフルエンザ 満 65歳以上の希望者

新型コロナウイルス 満 65歳以上の希望者

予定を変更する場合もありますのでまずは電話でご相談ください。
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図書館からこんにちは
 おすすめの本

 １月の開館時間・休館日

　三十一文字（みそひともじ）で心情

を表現する短歌。本作は近現代の短歌

の名歌を紹介しています。

　新たな年に「日本人の心のふるさと」

にふれてみませんか。　（東図書館所蔵）

 ☆福袋の中には☆

『百年の短歌』

『思わず語りたくなる家紋の図鑑』

　家紋は「家を守るしるし」として

代々受け継がれてきました。歴史を

たどる手がかりにもなり、美しいデ

ザインでもあります。　

東図書館（生涯学習センター　☎ 43・2327）

開館時間：９時～18時　

休館日：月曜日、１日（木）～３日（土）

西図書館（役場２階　☎ 46・2915）

開館時間：９時～18時　

休館日：火曜日、１日（木）～３日（土）

（三枝 昻之／著，新潮社）
　年始のお楽しみの一つ、福袋。起源は江戸時代

にさかのぼります。商売繁盛や幸運を願う意味も

込められているそうです。

　さて、図書館でも恒例となりました「本の福袋」

の貸出をいたします。テーマに沿った３冊が入っ

休日医
伊万里休日・夜間急患医療センター（伊万里市立花町） ☎ 23-9910

休日歯科医
▼日（曜） ▼休日歯科医 ▼電話番号

１（木） 岩﨑歯科医院（伊万里市伊万里町） ☎ 22-4182

２（金） 上田歯科医院（伊万里市大坪町） ☎ 23-8185

３（土） いまり歯科診療所（伊万里市立花町） ☎ 29-8411

４（日） 岡本歯科医院（伊万里市二里町） ☎ 22-8744

11（日）
小野デンタルオフィス
（伊万里市東山代町）

☎ 25-9758

12（月） 國谷歯科医院（伊万里市東山代町） ☎ 28-4668

18（日）
ヨシロー歯科クリニック
（伊万里市立花町）

☎22-7388

25（日） 下田歯科医院（伊万里市山代町） ☎ 28-2118

2/1（日） 髙瀬歯科医院（伊万里市大川町） ☎ 29-2045

イベント
▼行事名 ▼日（曜） ▼時間 ▼場所など

にじいろカフェ 月～金 ９時～ 16時
多世代交流センター
「ゆいたん」

子育て支援セン
ター「ちろりん」

月～金 ９時～ 16時
多世代交流センター
「ゆいたん」

庁舎時間外窓口
14（水）
28（水）

18 時まで
住民票の写し、
戸籍、印鑑証明
書などの発行

19 時まで
マイナンバーカー
ドの申請、交付、
更新、暗証番号設
定（要予約）

二
は た ち

十歳のつどい ３（土）
オープニング
12時 30分～
式典 13時

焱の博記念堂

新春歩く会 ４（日） ９時～ 有田赤坂球場集合

官公庁執務始め ５（月）

新年賀詞交歓会 ６（火） 16時～ 大有田焼会館

有田町消防出初式 11（日） ９時～ 焱の博記念堂

リサイクルデー
18（日） 泉山防災広場、外尾山防災広場、

立部リサイクルステーション、
有田町リサイクルプラザ９時～ 11時

（森本 勇矢／監修，三才ブックス）

ています。運だめしに、本との

出会いに、ぜひどうぞ！

　その由来や意味、物語を図版と共にわかりやすく紹介

しています。　　　　　　　　　　　　　（西図書館所蔵）
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【有料広告】

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

【有料広告】

令
和
８
年
度
有
田
工
業
高
校

定
時
制　

第
50
期
聴
講
生
募
集

有
田
工
業
高
等
学
校　

定
時
制

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度

佐
賀
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

佐
賀
県
農
業
大
学
校　

焱
の
博
記
念
堂　

世
界
焱
の
博
覧
会
30
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

ア
イ
ビ
ッ
シ
ュ
カ
ル
テ
ッ
ト

コ
ン
サ
ー
ト

　

ド
イ
ツ
音
楽
の
名
手
た
ち
に
よ

る
、
こ
の
日
な
ら
で
は
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ホ
ワ

イ
エ
で
は
芙
蓉
手
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
１
月
24
日
（
土
）

14
時
開
演　
（
13
時
開
場
）

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
（
全
席
自
由
）
▼
一
般
前
売

募
集
科
▼

・	

本
科
（
修
学
期
間
２
年
）

・	

専
科
（
修
学
期
間
１
年
）

※
本
科
、
専
科
と
も
に
、
園
芸
農

産
課
程
（
施
設
野
菜
、
露
地
野
菜
・

農
産
、
果
樹
、
花
き
）、
畜
産
課
程

別
に
募
集
し
ま
す
。

試
験
日
▼
２
月
13
日
（
金
）

試
験
会
場
▼
佐
賀
県
農
業
大
学
校

（
佐
賀
市
川
副
町
）

願
書
受
付
期
間
▼
１
月
９
日
（
金
）

～
30
日
（
金
）

受
験
料
▼
３
０
０
０
円

詳
し
く
は
▼
佐
賀
県
農
業
大
学
校

☎
０
９
５
２
・
45
・
２
１
４
４

り
５
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
前
売

り
２
０
０
０
円

※
当
日
は
と
も
に
５
０
０
円
増
し
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
▼
焱
の
博
記
念

堂
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
婦
人
の

募
集
人
数
▼
窯
業
コ
ー
ス
、
デ
ザ
イ

ン
コ
ー
ス
と
も
に
７
人

佐
賀
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合

日
程
▼
１
月
の
３
日
、
４
日
を
除
く

土
日

時
間
▼
13
時
～
15
時
ま
で
の
30
分
か

ら
１
時
間
程
度

場
所
▼
モ
ノ
ノ
ス 

セ
ラ
ミ
ス
ツ 

ギ

ャ
ラ
リ
ー
＆
シ
ョ
ッ
プ
（
佐
賀
県
陶

磁
器
工
業
協
同
組
合
内
）

予
約
方
法
▼
電
話
、
窓
口
、
イ
ン
タ

伝
統
工
芸
士
指
導
に
よ
る

絵
付
け
・
ろ
く
ろ
体
験

ー
ネ
ッ
ト
（
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
）
の
い
ず
れ

か
ら
ご
予
約
下
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
佐
賀
県
陶
磁
器
工
業
協

同
組
合　
　
　
　

☎
42
・
３
１
６
４

家
、
有
田
観
光
協
会
、

有
田
町
東
・
西
図
書
館

詳
し
く
は
▼

焱
の
博
記
念
堂　

☎
46
・
５
０
１
０

授
業
時
間
▼
週
３
回
、
実
施
曜
日
は

未
定
で
す
。

・	

窯
業
コ
ー
ス　

17
時
30
分
～
21
時

・	
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス　

17
時
20
分
～

21
時
の
時
間
内

修
了
年
限
▼
２
年
間

出
願
期
限
▼
１
月
23
日
（
金
）
ま
で

面
接
日
時
▼
２
月
13
日
（
金
）

詳
し
く
は
▼
有
田
工
業
高
等
学
校

定
時
制　
　
　
　

 

☎
42
・
３
１
３
６
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「
世
界
に
翔
けkids

」
実
行
委
員
会

　

探
求
学
習
を
実
践
す
る
「
き
の
く

に
子
ど
も
の
村
学
園
」
が
舞
台
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
上
映
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
１
月
18
日
（
日
）
13
時
～

14
時
45
分

場
所
▼
九
州
陶
磁
文
化
館　

講
堂

入
場
料
▼
無
料
（
た
だ
し
事
前
予
約

チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
）

定
員
▼
１
８
０
人

詳
し
く
は
▼
「
世
界
に
翔
けkids

」

実
行
委
員
会　

松
尾
ま
で

☎
０
９
０
・
５
７
４
６
・
６
８
１
５

夢
み
る
小
学
校
完
結
編
の

上
映
会
を
開
催
し
ま
す

　企業版ふるさと

納税としてご寄附

いただきました。

株式会社　共立ソリューションズ   様

寄附御礼

　誠にありがとうご

ざいました。 ▲▲（左から）（左から）松尾町長、同社松尾町長、同社
の伊藤覚取締役副社長の伊藤覚取締役副社長

【有料広告】
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※かっこ内は前月比です。

※「施設」は町内４施設
に入所している方の合
計です。

人の動き　　令和７年 12 月１日現在

人　口   18,264 人 （‐11 人） ３　区 1,015 人 ９　区 916 人 15　区 532 人

男　性 8,559 人 （‐９人） ４　区 1,578 人 10　区 922 人 16　区 762 人

女　性 9,705 人 （‐２人） ５　区 1,616 人 11　区 1,348 人 施　設 174 人

世帯数 7,871 世帯 （－８世帯） ６　区 1,788 人 12　区 973 人

１　区 534 人 ７　区 887 人 13　区 912 人

２　区 859 人 ８　区 1,992 人 14　区 1,456 人

　11 月 20 日から黒牟田・応法地区を中心に「有田×サ

ンタプロジェクト 2025」が始まり、窯元の煙突や店先な

どによじ登るユニークなポーズをしたサンタさんが登場。

　12 月６日からは「大樽・幸平・赤絵町区クリスマス

イルミネーション」が開催され、夜の町並みをイルミネ

ーションが彩ったほか、子どもから大人まで楽しめるイ

ベントが行われました。
詳しくは▶

・	 有田×サンタプロジェクト　☎ 090・3072・5638（梶原）

・	 大樽・幸平・赤絵町区クリスマスイルミネーション　

町内各地でクリスマスイベントが
開催されました

☎ 070・8434・8133
（夜遊び有田会 代表）

お誕生日おめでとう☆２月生まれ出演者大募集 !

対 象 者 …２月にお誕生日を迎える町内在住の３歳以下のお子さん
申込方法  …メールまたは郵送でお子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・

性別・地区名・保護者の氏名・電話番号・ 写真にお誕生日お
めでとうメッセージ（40 字以内）を添えて下記係まで。

申込締切日  … １月９日（金）
あ て 先 … 〒 849 - 4192　有田町立部乙 2202　有田町役場　 
　　　　　　総務課　「 お誕生日おめでとう 」係
　　　　　    Ｅメール　soumu@town.arita.lg.jp
※ 応募多数の場合は抽選となります。写真は返却できません。

あきやをよきやに 検索佐賀県 建築住宅課 〒840-8570 佐賀市城内 1-1-59   TEL:0952-25-7165   FAX:0952-25-7316   E-Mail:kenchikujuutaku@pref.saga.lg.jp

や

　　　　　　　

や

その空き家 できることがあります！
今なら まだ

家は「空き家」になると、驚くほど早く劣化します。
本来の価値を失う前に「売る」「貸す」など放置せずに早めの判断を！

【有料広告】

※ 11 月 15 日から 12 月 15 日までに掲載の申し出をいただいた方々です。

お誕生おめでとう（敬称略）

氏　名 保護者 地　区 
堀切　柊佑（しゅう） 雄貴・沙野香 戸　杓

馬場　好晴（このは） 鷹徳・理穂 赤　坂

山口　ひより（ひより） 翔・さゆり 下　本

藤川　茉莉愛（まりあ） 竜翔・利紗 下内野

　　　陽奈子（ひなこ） 耕一郎・舞子 立　部

松村　敦人（あつと） 竜太・美里 山谷牧

おくやみ（敬称略）
氏　名  　　年　齢           地　区
岸川　八 子  　　８９ 泉　山

岡　　　惠  　　９０ 稗古場

木寺　道子  　　８０ 中の原

浦川　孝子 　　 ７２ 戸　矢

松尾　不二夫  　　９８   戸　矢

松尾　幸江 　　 ８６ 大　野

吉嶋　一規  　    ８７ 戸　杓

土井　溥及  　　８８ 赤　坂

重村　信行  　　７２ 黒牟田

福地　信明  　　７６ 舞　原

中島　和子  　　９５ 大木宿

松尾　隆好  　　８５ 大木宿

立部　靜子  　　８９ 立　部

秀嶋　登喜恵  　　７１ 立　部

山口　義人  　　６９ 岳　
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１月生まれお誕生日おめでとう

令和７年１月２日 生まれ

可愛くて元気なウチの五

女！これからもスクスク

松
まつもと

本 麻
まえん

円  ちゃん

（ 原明 ）

１歳

令和７年１月７日 生まれ

お誕生日おめでとう☆

笑顔いっぱい優しい子に

浦
うらた

田 瑛
えいと

斗 くん

（ 上本 ）

１歳

育ってね♪

令和６年１月 12日 生まれ

金
かねこ

子 愛
いとり

里  ちゃん

（ 泉山 ）

２歳

令和６年１月８日 生まれ

相変わらず食べるの大好

き♡元気に育ってね！

小
こぞの

園 柳
りゅうげん

元 くん

（ 南原 ）

２歳

毎日癒しをあ

りがとう♡

令和７年１月 13日 生まれ

よく喋ってニコニコまん

まる琴ちゃん！色んなも

のに興味を持ってどんな

子になるのか楽しみで

す！大好きだよ〜♡

大
おおぐし

串 琴
ことは

羽  ちゃん

（ 黒牟田 ）

１歳

お誕生日おめでとう♡♡

これからもたくさんお

しゃべりしようね♪♪

みんな大好きいとり☆

令和７年１月 18日 生まれ

木
きでら

寺 瑠
るあ

愛 ちゃん

（ 下内野 ）

１歳

愛 想 良 し ル ア さ ん

happybirthday ！ 私 を

ママにしてくれてありが

とう。これからも仲良く

しようナ♡

大きくなって

ね♡

ご利用者様募集中

【有料広告】

ARITA 2026.125



■開催趣旨
　我が国における磁器発祥の地、佐賀県有
田町に多くの地域から陶磁器作品を集め、
一般の鑑賞に供し、技術の交流、品質の向
上、デザインの改善を図り、伝統工芸の継
承と産業的発展を期して、この陶磁展を開
催します。
■賞
○美術工芸品・オブジェ部門
１席　1名（副賞 100 万円）ほか、計 15 賞
○産業陶磁器部門
１席　1名（副賞 50 万円）ほか、計 18 賞
■審査員（五十音順）
○美術工芸品・オブジェ部門
	 西川勝 / 福島善三 / マルテル坂本牧子
○産業陶磁器部門
	 井戸真伸 / 能作克治 / 原田祐馬
■審査日程
４月上旬を予定
■応募申込書類の提出期限
３月 30 日（月）16 時まで
■応募料
○美術工芸品・オブジェ部門
１作品につき、5,000 円
○産業陶磁器部門
１作品につき、2,000 円

■作品搬入期間
３月 28 日（土）～ 30 日（月）
■搬入場所
○美術工芸品・オブジェ部門
佐賀県立九州陶磁文化館（有田町戸杓乙 3100-1）
○産業陶磁器部門
佐賀県陶磁器工業協同組合（有田町外尾町丙 1217）
■展示期間
４月 29 日（水・祝）～５月６日（水・振）
■展示会場
○美術工芸品・オブジェ部門
佐賀県立九州陶磁文化館
○産業陶磁器部門
佐賀県陶磁器工業協同組合
（１位～４位、技能賞の作品は九州陶磁文化館にも展示）
■応募・問い合わせ先
有田国際陶磁展事務局（有田町役場商工観光課内）
〒 849・4192
佐賀県西松浦郡有田町立部乙 2202 番地
TEL：0955・46・2500
FAX：0955・46・2100
E-mail：syoko@town.arita.lg.jp
※詳細はHPにて公開中です。
HP：https://www.town.arita.lg.jp/toujiten/
■主催
佐賀県・有田町・有田商工会議所
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